日本古代文学史　第十一回

第三章　中世の文学

五．日記文学

　鎌倉時代の日記文学は殆ど平安時代に全盛を誇った女流日記文学の伝統を継承して、宮廷の女房たちによって書かれたものである。この時代の日記文学は平安時代ほど重要な位置を占めておらず、中世文学全体の中において主流ではなく、傍流的な存在でしかなかった。『建礼門院右京大夫集』、『中務内侍日記』、『とはずがたり』、『十六夜日記』などがあげられる。それに、『海道記』、『東関紀行』のような紀行文学も多く現れた。

『十六夜日記』

　『十六夜日記』（いざよいにっき）は、藤原為家の側室・阿仏尼によって記された紀行文

HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%C8%D5%D3%9B"日記。内容に所領紛争の解決のための訴訟を扱い、また女性の京都から鎌倉への道中の紀行を書くなど他の女流日記とは大きく趣きを異としている。鎌倉時代の所領紛争の実相を当事者の側から伝える資料としても貴重である。一巻。大別すると鎌倉への道中記と鎌倉滞在期の二部構成。弘安6年（1283年）ころ成立か。

　阿仏尼自筆の原本は下冷泉家（安土桃山時代まで播磨国細川庄を伝領していた公家）に伝来していた。

　成立当初、作者はこの日記に名前をつけておらず、単に『阿仏日記』などと呼ばれていたが、日記が10月16日に始まっていることを由来として後世に現在の名前が付けられた。

　建治3年（1277年）～弘安元年（1278年、あるいは弘安2年（1279年）～弘安3年（1280年）にかけて、実子藤原為相（冷泉為相）と為相の異母兄・藤原為氏（二条為氏）との間の、京都では解決出来ない所領紛争を鎌倉幕府に訴えるために京都から鎌倉へ下った際の道中、および鎌倉滞在の間の出来事をつづる。

　阿仏尼の夫・為家は播磨国細川荘を当初は長男為氏に譲るとしていたが、後に悔い返して遺言で為相へ譲るとしていた（公家法では悔い返しは認められない、武家法では認められる）。ところが為氏が遺言に従わず細川荘を譲らないため阿仏尼は訴訟を決心し、60歳近くという当時としては非常な高齢にもかかわらず我が子を残し鎌倉へ向かう（武家法による判決を得るため）。その間の道中、女流歌人でもある阿仏尼は各地で風物、名所・旧跡や感慨を日記に書く一方で頻繁に和歌に読む（これに関しては『伊勢物語』の東下りの段の影響が指摘されている）。鎌倉到着後は現地の人々とも和歌の贈答を行うが、肝心の所領紛争の解決を見ることなく阿仏尼は亡くなり、日記も終わっている。

　平易で簡潔な記述の中にも母子愛に支えられた強い信念がうかがえる。

六．随筆

　中世に入って現れた新しい文学として隠者文学であり、これは草庵文学とも言う。作者はみな隠遁生活をしている人々である。彼らは色々な理由で出家隠遁して草庵生活を営み、俗世の束縛から離れることによって精神的な自在な境地を求めようとしていた。彼らの多くは知識人であるために、自然に自分の感懐を文字で記しておくようになる。代表的な人物として、歌人西行や、随筆の作家鴨長明、兼好法師などがあげられる。

１．『方丈記』

　『方丈記』（ほうじょうき）は、鴨長明（かものちょうめい）による鎌倉時代の随筆。長明は晩年、京の郊外・日野山（京都市

HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%B7%FC%D2%8A%C7%F8"伏見区日野町）に一丈四方（方丈）の狭い庵を結び隠棲した。彼が庵内から当時の世間を観察し、書き記した記録であることから「方丈記」と自ら名づけたのが本作品である。日本中世文学の代表的な随筆とされ、約100年後の『徒然草』、『枕草子』とあわせ「日本三大随筆」とも呼ばれる。

　末尾に「干時、建暦のふたとせ、やよひのつごもりごろ、桑門の蓮胤、外山の庵にて、これをしるす」とあることから、1212年（建暦2年）に記されたとされる。現存する最古の写本は、大福光寺（京都府京丹波町）が所蔵する大福光寺本であり、これを自筆本とする見解、誤字・脱字や諸本との関係より自筆ではないとする見解がある。

　漢字と仮名の混ざった和漢混淆文で書かれたものとしては、最初の優れた文芸作品であり、詠嘆表現や対句表現を多用し、漢文の語法、歌語、仏教用語を織り交ぜる。慶滋保胤の『池亭記』を手本としていることが指摘されており、かつてはこれを根拠の一として偽書説も唱えられていた。隠棲文学の祖や、無常観の文学とも言われ、乱世をいかに生きるかという自伝的な人生論ともされる。「ゆく河の流れは絶えずして、しかももとの水にあらず。よどみに浮かぶうたかたは、かつ消えかつ結びて、久しくとどまりたるためしなし」の書き出しで移り行くもののはかなさを語った後、同時代の災厄についての記述が続き、後半には自らの草庵での生活が語られる。さらに末尾では草庵の生活に愛着を抱くことさえも悟りへの妨げとして否定する。

　広本と略本があり、広本は更に古本系と流布本系に分けられている。各本の関係を、長明自身による推敲の各段階を表すとする見解と、後代の書写、改作による変化とする見解がある。

　現代の研究において底本とされることの多い大福光寺本は古本系に属し、漢字と片仮名による仮名交じり文である。これに対して、流布本系は平仮名交じりの仮名交じり文で書かれ、古本系との本文の異同も少なからず存在する。略本は長明の体験した災厄に関する記述がなく、その他の部分にも異同が大きい。中でも真字本は漢字のみで書かれている。

２．『徒然草』

　『徒然草』（つれづれぐさ）は、卜部兼好（兼好法師、兼好。吉田兼好は江戸期の俗称）が書いたとされる随筆。清少納言の『枕草子』、鴨長明の『方丈記』と合わせて日本三大随筆の一つと評価されている。

　鎌倉時代末期、1330年8月から1331年9月頃にまとめられたとする説が主流であるが、数多くの説があり定説はない。中年期の兼好が著したことになるが、若い時代に書いた文章も含まれているという説もある。 兼好が書いたとする明確な証拠は何一つない。

　序段を含めて244段から成る。文体は和漢混淆文と、仮名文字が中心の和文が混在している。序段には「つれづれなるままに」書いたと述べ、その後の各段では、兼好の思索や雑感、逸話を長短様々、順不同に語り、隠者文学の一に位置づけられる。兼好が歌人、古典学者、能書家などであったことを反映し、内容は多岐にわたり、また、兼好が仁和寺がある双が丘（ならびがおか）に居を構えたためか、仁和寺に関する説話が多い。

　作品の名にもとられる書き出しの「つれづれ」（徒然）は「やるべき事がなくて、手持ち無沙汰なさま」を意味する。「つれづれなり」と「よしなしごと」や、「書き付く」は先行する文学にも用いられている組合せであり、作品および自己を卑下する謙遜の辞である。

　室町幕府の九州探題である今川貞世（了俊）は吉田兼好の弟子の命松丸とも親交があり、兼好の没後、編さんに関わったとされる。

　執筆後約百年間は注目されなかったようで、同時代の史料に『徒然草』への言及は伝わらないが、室町中期に僧・正徹が注目し、自ら書写した写本にこの作品が兼好法師のものと注している。江戸時代には加藤磐斎の『徒然草抄』（1661年、寛文1年）、北村季吟の『徒然草文段抄』（1667年、寛文7年）といった注釈書が書かれ、町人などに愛読されて江戸期の文化に多大な影響を及ぼした。それだけに写本は江戸時代のものが多く、室町時代のものは非常に少ない。

　絵画化も非常に遅かったらしく、現今では寛永7年（1630年）刊の絵入版本が最古とされる。その後絵入の『徒然草』は広く愛好された様で、土佐光起、住吉具慶・如慶、海北友雪といった当時一流の絵師の筆による絵巻、画帖が現存している。また、絵本や絵入版本も大量に作られ、今日でも数多く残る。

　徒然草が伝える説話のなかには、同時代の事件や人物について知る史料となる記述が散見され、歴史史料としても広く利用されている。中でも平家物語の作者に関する記述は現存する最古の物とされる。

